
（１）

愛労連第２５回定期大会（サン笠寺）

です

7月29日
は

参
議
院
選
挙
投
票
日

必
ず
投
票
に
行
こ
う

２００１年７月２０日

名東区版時給マップ
（裏面は労働相談１１０番のお知らせ）

愛
労
連
は
第
２５
回
定
期
大
会

を
、
名
古
屋
市
南
区
の
サ
ン
笠
寺

・
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
阿
部
議
長
は
、
「
こ
の
一

年
間
、
リ
ス
ト
ラ
の
嵐
の
中
、
三

菱
自
動
車
、
商
社
な
ど
、
労
働
組

合
の
枠
を
超
え
た
運
動
が
前
進
し

た
。
組
合
の
垣
根
を
超
え
た
運
動

の
広
が
り
に
確
信
を
持
ち
、
さ
ら

に
前
進
さ
せ
よ
う
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。
大
会
で
は
、
働
く
ル
ー
ル

の
確
立
を
め
ざ
し
、
「
総
対
話
・

共
同
」
の
運
動
を
大
き
く
広
げ
よ

う
。
税
金
の
使
い
方
の
流
れ
を
変

え
、
社
会
保
障
充
実
・
国
民
生
活

擁
護
の
た
た
か
い
に
全
力
を
あ
げ

よ
う
。
職
場
・
地
域
で
要
求
実
現

の
た
た
か
い
を
ひ
ろ
げ
、
「
一
〇

万
人
愛
労
連
」
に
向
け
た
組
織
拡

大
を
―
の
三
本
柱
を
集
中
的
に
取

り
組
む
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

運
動
の
広
が
り
に
確
信
を

愛
労
連
第
２５
回
定
期
大
会

働くルール署名スタート�
労働者の過半数めざし

千
種
・
名
東
労
連

愛 労 連

Ｍ
Ａ
Ｐ
で
お
知
ら
せ

パ
ー
ト
の
時
給

二
〇
〇
一
年
春
闘
で
「
誰
で

も
ど
こ
で
も
時
給
一
〇
〇
〇
円

以
上
」
に
と
い
う
賃
金
底
上
げ

要
求
を
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま

し
た
。
私
た
ち
が
働
い
て
い
る

千
種
・
名
東
労
連
は
、
商
業
地

域
と
住
宅
地
域
が
混
在
し
て
い

ま
す
。
パ
ー
ト
の
人
た
ち
も
多

く
、
パ
ー
ト
労
組
に
対
す
る
時

給
が
高
い
と
の
意
見
（
攻
撃
）

も
あ
り
、
本
当
に
そ
う
な
の

か
？

地
域
の
実
態
を
調
査
し

よ
う
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
「
時
給
調
査
・
対

話
シ
ー
ト
」
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

の
取
り
組
み
、求
人
雑
誌
、新
聞

折
込
チ
ラ
シ
な
ど
約
半
年
間
に

わ
た
っ
て
調
査
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
を
、「
誰
で
も
ど
こ
で
も

時
給
一
〇
〇
〇
円
以
上
に
」と

訴
え
た
時
給
Ｍ
Ａ
Ｐ
（
東
大
阪

労
連
の
チ
ラ
シ
を
参
考
に
し
ま

し
た
）
を
千
種
区
版
と
名
東
区

版
の
二
種
類
を
つ
く
り
と
労
働

相
談
一
一
〇
番
の
お
知
ら
せ
と

と
も
に
、
新
聞
折
り
込
み
を
し

ま
し
た
。
七
日
に
は
、
二
件
の

労
働
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

時
給
マ
ッ
プ
に
掲
載
し
た
事

例
は
一
部
で
現
在
集
計
中
で

す
。地

域
か
ら
最
低
賃
金
以
下
の

人
を
な
く
し
て
、
本
当
に
時
給

一
〇
〇
〇
円
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
対

話
活
動
も
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。千

種
名
東
労
連

浅
見

忠
夫

「
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
て
専
従
に
な

っ
て
」
と
名
勤
生
協
労
組
パ
ー

ト
部
長
安
藤
鈴
枝
さ
ん

雇
用
形
態
が
多
様
化
し
、
パ

ー
ト
・
派
遣
な
ど
不
安
定
労
働

者
が
増
え
続
け
、
全
雇
用
労
働

者
の
約
五
分
の
一
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
賃
金
・
労
働

条
件
は
き
わ
め
て
劣
悪
で
す
。

愛
労
連
が
２
０
０
１
年
春
闘

で
取
り
組
ん
だ
「
パ
ー
ト
な
ど

働
く
み
ん
な
の
要
求
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
集
約
結
果
を
見
て
も
、

週
の
労
働
時
間
は
、
３５
時
間
以

上
が
２５
・
４
％
、
４０
時
間
以
上

が
３０
・
０
％
と
合
わ
せ
て
５５
％

が
正
規
労
働
者
と
変
わ
ら
な
い

労
働
時
間
な
の
に
、
賃
金
時
間

額
は
、
八
〇
〇
円
台
が
２３
・
３

％
、
一
〇
〇
〇
円
台
ま
で
が
、

約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

正
規
と
パ
ー
ト
の

壁
に
い
か
り

名
勤
生
協
労
働
組
合
パ
ー
ト

部
長
の
安
藤
鈴
枝
さ
ん
は
、
パ

ー
ト
労
働
者
と
し
て
長
年
名
勤

生
協
で
働
い
て
き
ま
し
た
。

組
合
を
結
成
す
る
一
〇
年
前

は
、
職
場
に
よ
っ
て
パ
ー
ト
の

扱
い
も
違
っ
て
い
ま
し
た
。
た

た
か
い
の
中
で
、
時
間
給
の
引

き
上
げ（
最
低
で
も
八
二
五
円
、

一
〇
年
勤
続
で
九
二
五
円
以

上
）
や
労
働
条
件
の
改
善
を
か

ち
取
っ
て
き
た
ま
し
た
が
、
正

規
と
パ
ー
ト
の
壁
は
大
き
く
、

矛
盾
を
感
じ
て
い
ま
す
。

生
協
の
小
規
模
店
舗
で
は
、

正
職
は
店
長
一
人
。
パ
ー
ト
が

パ
ッ
ク
詰
め
か
ら
在
庫
チ
ェ
ッ

ク
、
レ
ジ
、
発
注
と
す
べ
て
に

責
任
を
持
っ
て
お
り
、
自
分
た

ち
が
店
を
担
っ
て
い
る
、
そ
ん

な
自
負
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
時
間
給
は
ベ
テ
ラ
ン
で
も

一
〇
〇
〇
円
に
も
満
た
な
い
、

一
時
金
は
も
ち
ろ
ん
正
規
と
格

段
の
差
で
す
。

こ
の
五
月
に
店
舗
で
二
番
目

に
古
い
猪
子
石
店
が
不
況
で
閉

鎖
さ
れ
ま
し
た
。
悔
し
い
こ
と

に
パ
ー
ト
に
は
全
員
解
雇
予
告

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
費
や

ロ
ー
ン
を
抱
え
て
い
る
仲
間
は

辞
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
組
合
に
結
集
し
て
た
た
か

い
、
希
望
す
る
す
べ
て
の
仲
間

が
、
近
隣
の
職
場
に
配
置
転
換

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

均
等
待
遇

実
現
し
た
い

頑
張
っ
て
い
る
組
合
で
す
が

交
渉
の
時
に
は
、
「
あ
ん
た
達

は
地
域
の
パ
ー
ト
よ
り
恵
ま
れ

て
い
る
」
と
比
較
さ
れ
、
思
う

よ
う
に
時
給
も
あ
が
り
ま
せ

ん
。
「
自
分
の
と
こ
ろ
だ
け
で

は
ダ
メ
。
や
っ
ぱ
り
全
体
が
よ

く
な
ら
な
い
と
」
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
長
野
県
の
丸
子
警
報

器
の
臨
時
職
員
が
正
職
と
の
賃

金
差
別
是
正
を
求
め
て
た
た
か

っ
た
裁
判
で
「
均
等
待
遇
の
理

念
を
明
確
に
し
た
判
決
」
に
大

変
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

働
く
ル
ー
ル
署
名
に
あ
る

「
最
低
賃
金
額
の
引
き
上
げ
や

パ
ー
ト
の
均
等
待
遇
は
実
現
し

た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
秋
か
ら
働
く
ル
ー
ル
署

名
を
取
り
組
み
ま
す
が
、
愛
知

の
パ
ー
ト
労
働
者
地
位
改
善
の

た
め
に
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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全
体
の
底
あ
げ
が
な
い
と

よ
く
な
ら
な
い

組
合
で
た
た
か
っ
て
改
善
さ
せ
て
き
た
が

大
会
で
は
働
く
ル
ー
ル
署
名
を
、
こ
の
秋
か
ら
三
年
間
で
、
愛
知
の
労
働
者
過
半
数
を
め
ざ

し
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
署
名
に
は
三
つ
の
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
労
働
者

の
五
分
の
一
と
い
わ
れ
る
パ
ー
ト
労
働
者
な
ど
不
定
雇
用
労
働
者
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

パ
ー
ト
の

賃
金

全労働が働くルール署名行
動（６月２３日栄）

青年女性部の１２０人が元気
に訴え



武藤代議員
（名中地域）

原田代議員
（東三河労連）

桜井代議員
（西三南労連）

大平代議員
（JMIU）

駒田代議員
（年金者組合）

三栄代議員
（愛高教）

加藤代議員
（全国一般）

角田代議員
（建交労）

中川代議員
（自治労連）

伊藤代議員
（愛知国公）

原代議員
（医労連）

高須代議員
（愛高教）

岡崎代議員
（福保労）

金子代議員
（銀産労）

中川代議員
（年金者組合）

笹原特別代議員
（青年協）

伊藤特別代議員
（婦人協）

（３） ２００１年７月２０日

見崎事務局長

発
言
を
受
け
て
秋
闘
で
具
体
化

●
討
論
の
ま
と
め

全
体
で
二
四
人
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
三
つ
の
点
で
ま
と

め
ま
す
。

一
つ
は
働
く
ル
ー
ル
の
問
題

に
つ
い
て
。
全
国
一
般
、
Ｊ
Ｍ

Ｉ
Ｕ
な
ど
か
ら
深
刻
化
す
る
労

働
相
談
が
増
え
、
争
議
に
発
展

す
る
例
も
多
い
。
単
産
ま
か
せ

で
な
く
、
愛
労
連
と
し
て
の
体

制
を
考
え
て
欲
し
い
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
愛
労
連
の
常

設
の
労
働
相
談
会
議
や
リ
ス
ト

ラ
対
策
委
員
会
で
の
議
論
も
含

め
、
今
以
上
に
ど
う
対
応
が
で

き
る
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

い
の
ち
と
健
康
の
た
た
か
い

に
つ
い
て
は
愛
知
健
康
セ
ン
タ

ー
と
相
談
し
て
す
す
め
る
が
、

職
場
を
基
礎
に
し
た
活
動
の
推

進
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
１０

・
３
秋
の
総
行
動
に
つ
い
て

は
、
単
産
と
地
域
で
よ
く
議
論

を
お
願
い
し
て
、
九
月
八
日
の

評
議
員
会
で
確
立
し
ま
す
。

賃
金
闘
争
に
つ
い
て
は
要
求

を
出
す
こ
と
自
体
が
た
た
か
い

だ
と
い
う
学
童
保
育
の
実
態
な

ど
ふ
ま
え
て
、
建
前
で
な
く
実

質
ど
う
獲
得
す
る
か
、
議
論
を

深
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
春

闘
ア
ン
ケ
ー
ト
も
賃
金
の
底
上

げ
と
結
び
つ
け
た
集
約
と
要
求

調
査
を
す
る
な
ど
、
来
春
闘
は

運
動
と
か
み
合
う
よ
う
努
力
を

し
ま
す
。

二
つ
目
は
国
民
生
活
擁
護
の

た
た
か
い
つ
い
て
。

愛
知
国
公
か
ら
公
務
員
制
度

改
悪
の
問
題
、
市
職
労
か
ら
自

治
体
の
革
新
は
労
働
者
の
生
活

擁
護
の
た
た
か
い
だ
と
言
う
発

言
、
愛
高
教
か
ら
軍
国
主
義
化

を
教
育
か
ら
す
す
め
る
新
し
い

歴
史
教
科
書
の
問
題
、
福
保
労

か
ら
保
育
の
民
営
化
の
問
題
な

ど
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
の
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
課

題
な
の
で
、
単
産
・
地
域
の
垣

根
を
越
え
て
学
び
あ
い
、
運
動

を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

三
つ
目
は
組
織
強
化
・
拡
大

に
つ
い
て
。

地
域
労
連
か
ら
は
地
域
の
組

織
強
化
や
財
政
的
援
助
に
つ
い

て
、
ま
た
単
産
か
ら
は
組
織
拡

大
へ
の
財
政
的
な
援
助
や
共
済

会
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
総

合
的
な
検
討
が
必
要
な
の
で
、

組
織
強
化
検
討
委
員
会
で
の
討

議
に
ゆ
だ
ね
ま
す
。

発
言
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

は
幹
事
会
で
議
論
し
、
今
後
の

活
動
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
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働くルールの確立めざし

愛
労
連
2
0
0
2
年
度
役
員

議

長

見
崎

徳
弘

愛
高
教

副

議

長

伊
豆
原

直

自
治
労
連
愛
知
県
本
部

〃

小
松

孝
二

愛
知
国
公

〃

小
松

民
子

愛
知
県
医
労
連

〃

羽
根

克
明

自
治
労
連
愛
知
県
本
部

〃

平
田

茂

尾
中
地
区
労
連

〃

柿
内

公
子

婦
人
協（
自
治
労
連
県
本
部
）

事
務
局
長

榑
松

佐
一

生
協
労
連
愛
知
県
協
議
会

事
務
局
次
長

伊
藤
む
つ
を

建
交
労
愛
知
県
本
部

〃

吉
良
多
喜
夫

自
治
労
連
愛
知
県
本
部

幹

事

粟
生

政
男

岡
崎
・
額
田
地
域
セ
ン
タ
ー

〃

板
倉

邦
之

年
金
者
組
合
愛
知
県
本
部

〃

牛
田

正
美

全
印
総
連
愛
知
地
連

〃

梅
野

敏
基

自
治
労
連
愛
知
県
本
部

〃

太
田

孝
雄

タ
ク
シ
ー
協
議
会

〃

尾
崎

吉
政

東
三
河
労
連

〃

小
野

能
弘

検
数
労
連
名
古
屋
支
部

〃

木
柑
子
春
信

建
交
労
愛
知
県
本
部

〃

河
井

孝
徳

愛
知
地
域
労
組
き
ず
な

〃

国
村

忠
文

全
国
一
般
愛
知
地
方
本
部

〃

近
藤

啓
志

愛
高
教

〃

杉
江

功

知
多
地
域
労
連

〃

空

直
樹

愛
知
国
公

〃

竹
内

創

愛
労
連
職
員
労
組

〃

田
中

道
代

愛
労
連
職
員
労
組

〃

玉
置

重
光

千
種
・
名
東
労
連

〃

戸
軽

佳
代

婦
人
協
（
愛
高
教
）

〃

仲
野

智

福
保
労
東
海
地
方
本
部

〃

原
田

敏
之

全
日
本
金
属
愛
知
地
方
本
部

〃

堀

勝

名
古
屋
中
地
域
セ
ン
タ
ー

会
計
監
査

竹
内

武
弘

銀
産
労

〃

林

義
博

名
南
地
域
労
連

〃

牧
野

浩

愛
知
国
公

顧

問

阿
部

精
六

（
愛
労
連
前
議
長
）

◆
退
任
さ
れ
た
役
員
の
み
な
さ
ん

副

議

長

土
井
照
雄（
港
地
区
労
）、渡
辺
博
子（
婦
人
協
）

幹

事

永
井
和
彦
（
自
治
労
連
）、
青
木
信
一
（
建

交
労
）、
中
川
量
幾
（
愛
知
国
公
）、
安
藤
明

日
香
（
婦
人
協
）
、
伊
佐
治
修
一
（
青
年
協
）

顧

問

坂
崎
進
（
愛
労
連
前
副
議
長
）

愛 労 連

１０
万
人
愛
労
連
へ

ははばばたたけけ愛愛労労連連

職
場
・
地
域
で
要
求
実
現
の
闘
い
を
広
げ

●
大
会
発
言
者
の
紹
介

原
代
議
員（
医
労
連
）、黒
島
代
議
員（
全
国
一
般
）、大
平
代
議
員（
Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｕ
）、武
藤
代
議
員（
名
中
地
域
セ
ン
タ
ー
）、原
田
代
議
員（
東
三

河
労
連
）、谷
藤
代
議
員（
建
交
労
）、三
栄
代
議
員（
愛
高
教
）、新
村
代

議
員（
一
宮
労
連
）、桜
井
代
議
員（
西
三
河
労
連
）、金
子
代
議
員（
銀

産
労
）、森
田
代
議
員（
自
治
労
連
）、笹
原
特
別
代
議
員（
青
年
協
）、駒

田
代
議
員（
年
金
者
組
合
）、近
藤
代
議
員（
映
産
労
）、加
藤
代
議
員

（
全
国
一
般
）、中
川
代
議
員（
自
治
労
連
）、伊
藤
代
議
員（
国
公
）、高

須
代
議
員（
愛
高
教
）、寺
部
代
議
員（
国
公
）、岡
崎
代
議
員（
福
保

労
）、中
川
代
議
員（
年
金
者
組
合
）、伊
藤
特
別
代
議
員（
婦
人
協
）、西

谷
代
議
員（
年
金
者
組
合
）、角
田
代
議
員（
建
交
労
）

と を広げよう
第９８号

大会では、２４名の代議員の発言

がありました。厳しい情勢の中で

も、労働者の要求をかかげ、たた

かう発言がめだちました。

また、地域からは１０年を経た地

域労連の発展・強化へのとりくみ

が強調されました。

長
い
間
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
、
心
か
ら
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

名
古
屋
駅
に
降
り
立
っ
た

の
が
一
九
五
八
年
三
月
で
し

た
。
大
津
橋
経
由
・
開
橋
行

き
「
市
電
」
に
ゆ
ら
れ
就
職

先
に
向
か
っ
た
こ
と
や
辞
め

て
帰
ろ
う
と
思
い
を
募
ら
せ

て
い
た
翌
年
九
月
の
伊
勢
湾

台
風
の
救
援
活
動
が

労
働
組
合
と
の
出
会

い
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
昨
日
の
よ
う
に
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

単
組
や
産
別
の
活

動
し
か
経
験
の
な
い

私
に
、八
三
年
九
月
、

愛
知
統
一
労
組
懇
か

ら
「
手
伝
っ
て
く
れ

な
い
か
」
と
の
誘
い

が
あ
り
、
再
建
し
た

ば
か
り
の
職
場
を
離

れ
る
こ
と
に
少
々
の

た
め
ら
い
も
あ
り
ま

し
た
が
、
一
年
か
二

年
ぐ
ら
い
な
ら
と
の

思
い
で
お
引
き
受
け

し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
労
働
戦

線
の
再
編
を
め
ぐ
る

情
勢
は
、
お
手
伝
い

気
分
ど
こ
ろ
か
、
い
さ
さ
か

の
手
抜
き
も
許
さ
れ
な
い
重

要
局
面
に
あ
る
こ
と
を
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
上
か
ら
の
選
別
結

集
の
押
し
つ
け
で
あ
り
、
反

共
と
労
使
協
調
へ
の
屈
服
、

そ
し
て
こ
れ
ま
で
日
本
の
労

働
運
動
が
築
い
て
き
た
積
極

的
伝
統
の
す
べ
て
の
放
棄
を

強
要
す
る
も
の
で
し
た
。

統
一
労
組
懇
運
動
か
ら
階

級
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

全
労
連
や
ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ

ー
愛
労
連
の
確
立
へ
。
そ
し

て
結
成
か
ら
創
生
期
を
と
お

し
て
、
反
動
攻
勢
と
言
わ
れ

る
逆
風
の
な
か
で
意
欲
的
に

た
た
か
い
抜
い
た
仲
間
た
ち

の
顔
や
感
動
的
な
場
面
が
今

で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。一

九
八
九
年
十
一
月
、
方

針
や
運
動
方
向
が
鮮
や
か
な

対
象
を
見
せ
て
ス
タ
ー
ト
し

た
全
労
連
と
連
合
で
す
が
、

そ
の
後
の
一
〇
年
間
の
歴
史

は
、
労
働
者
を
め
ぐ
る
情
勢

の
き
び
し
さ
の
反
映
で
も
あ

り
ま
す
が
、
要
求
の
共
通
性

や
た
た
か
い
の
共
同
へ
の
条

件
を
大
き
く
ひ
ろ
げ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
お
互
い
よ
く
頑
張

っ
た
ね
、
と
言
え
る
奮
闘
で

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

た
た
か
い
の
な
か
で
育
ま

れ
た
友
情
と
連
帯
、
こ
の
す

ば
ら
し
い
仲
間
た
ち
と
の
出

会
い
は
私
の
最
大
の
誇
り
で

あ
り
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。

私
は
、
い
ま
、
労
働
戦
線

を
め
ぐ
る
戦
後
最
大
の
激
動

期
を
、
多
く
の
仲
間
と
と
も

に
、
た
た
か
い
の
一
翼
を
担

え
た
こ
と
、
ま
た
、
歴
史
を

つ
な
ぐ
一
人
の
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
、
与
え
ら
れ
た
区
間
を

な
ん
と
か
完
走
で
き
た
こ
と

に
満
足
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
真
の

労
働
戦
線
の
統
一
促
進
と
と

も
に
、
輝
く
二
一
世
紀
の
実

現
に
む
け
、
大
い
に
羽
ば
た

く
新
星
チ
ー
ム
へ
、
ま
あ
ま

あ
の
位
置
で
タ
ス
キ
を
渡
せ

た
こ
と
に
安
堵
し
、
充
実
感

さ
え
感
じ
て
い
ま
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
す
べ
て

の
み
な
さ
ん
に
、
引
き
つ
づ

き
愛
労
連
へ
の
お
力
添
え
を

お
願
い
し
退
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
〇
〇
一
年
七
月

阿
部

精
六
（
前
愛
労
連
議
長
）

（２）

退
任
に
あ
た
っ
て

地
域
労
連
の
実
態

把
握
し
対
応
を

二
五
の
地
域
労
連
の
中
で
も

全
部
が
機
能
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
二
〜
三
年
大
会
が
開

か
れ
て
い
な
い
地
域
も
あ
る
。

役
員
が
選
出
で
き
な
い
、
財
政

的
に
厳
し
い
な
ど
、
い
ろ
ん
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
。
名
中
セ

ン
タ
ー
で
も
単
産
や
分
会
も
金

が
な
く
一
〇
〇
円
の
組
合
費
が

払
え
な
い
。
専
従
も
後
二
〜
三

年
で
財
政
的
保
障
が
な
く
な

る
。頼
り
に
な
る
地
域
労
連
へ
、

駆
け
込
み
寺
と
し
て
の
地
域
労

連
に
す
る
た
め
に
、
実
態
を
把

握
し
愛
労
連
と
し
て
の
早
急
な

対
策
を
。

地
域
で
共
同
広
げ

多
様
な
運
動
を

こ
の
一
〇
年
で
大
き
な
財
産

が
で
き
た
が
残
さ
れ
た
課
題
も

大
き
い
。
一
〇
年
前
の
初
心
に

も
ど
り
、
各
組
合
で
も
地
域
労

連
強
化
の
議
論
を
。
東
三
河
労

連
は
、
教
科
書
問
題
、
市
町
村

合
併
な
ど
様
々
な
問
題
を
地
域

の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
組
織
拡
大
で
は
、
労
働
相

談
か
ら
二
つ
の
組
合
が
結
成
さ

れ
た
。
最
賃
問
題
で
は
四
二
五

社
を
調
査
し
、
平
均
は
八
五
〇

円
で
時
給
一
〇
〇
〇
円
は
夢
で

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

パ
ー
ト
や
非
正
規
労
働
者
の
多

く
の
要
求
や
声
を
ど
う
反
映
さ

せ
る
か
政
治
を
変
え
る
こ
と
な

し
に
地
域
を
変
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
参
議
院
選
は
チ
ャ
ン

ス
だ
頑
張
ろ
う
。

未
加
盟
労
組
と
の

対
話
を

役
員
も
替
わ
り
結
成
当
時
の

熱
気
も
変
わ
っ
て
き
た
。
単
産

と
愛
労
連
に
改
め
て
「
地
域
へ

の
支
援
を
」
お
願
い
し
た
い
。

１０
・
３
総
行
動
で
働
く
ル
ー
ル

署
名
の
地
域
の
過
半
数
組
合
へ

の
申
し
入
れ
が
提
起
さ
れ
た
。

西
三
河
で
は
ト
ヨ
タ
関
連
の
会

社
が
八
割
方
な
の
で
行
っ
て
も

あ
し
ら
わ
れ
る
だ
け
。
そ
れ
よ

り
も
隊
列
に
迎
え
る
べ
き
仲
間

が
四
千
人
以
上
い
る
。
そ
の
仲

間
と
対
話
す
る
こ
と
の
方
が
重

要
。
総
行
動
は
名
高
教
・
国
労

に
も
呼
び
か
け
て
や
り
た
い
。

共
済
の
活
用
で
未

組
織
の
組
織
化
を

最
近
の
労
働
相
談
は
す
ぐ
に

争
議
に
つ
な
が
り
各
単
産
の
力

量
を
超
え
て
い
る
。
愛
労
連
全

体
で
対
応
で
き
る
よ
う
考
え
て

欲
し
い
。

共
済
運
動
は
労
働
者
の
連
帯

運
動
ル
ー
ツ
。
こ
の
法
律
的
な

裏
付
け
を
持
つ
労
働
者
の
共
催

活
動
を
広
げ
、
未
組
織
の
組
織

化
に
も
活
用
し
て
欲
し
い
。

学
習
活
動
や

幹
部
育
成
を

小
泉
人
気
は
相
変
わ
ら
ず
だ

が
、
支
配
者
の
側
の
意
図
を
見

極
め
て
、
ど
う
変
革
し
て
い
く

か
を
、
自
分
の
頭
で
考
え
る
人

づ
く
り
を
す
す
め
よ
う
。
多
数

派
を
形
成
す
る
た
め
の
学
習
や

教
育
活
動
の
位
置
づ
け
と
計
画

的
な
働
き
か
け
が
必
要
。

職
場
が
や
せ
細
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
が
年
金
者
天
白
支
部

は
、
要
求
を
持
っ
た
仲
間
が
仲

間
を
次
々
に
誘
っ
て
活
動
し
て

い
る
。
支
部
大
会
の
発
言
で
も

要
求
に
根
ざ
し
た
活
動
の
楽
し

さ
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

職
場
で
労
安
活
動

の
強
化
を

相
次
ぐ
ト
ヨ
タ
の
過
労
死
裁

判
や
中
電
焼
身
自
殺
な
ど
、
教

え
子
達
が
悲
惨
な
死
に
方
を
し

て
い
る
。
再
発
防
止
に
手
が
打

た
れ
ず
、
暗
澹
た
る
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
だ
。
先
の
全
国
安
全

週
間
に
は
、
四
〇
度
近
い
教
室

の
中
で
授
業
を
し
て
い
る
愛
高

教
の
仲
間
に
、
熱
中
症
の
予
防

に
つ
い
て
届
け
た
。
働
く
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
疲
労
感
が
残
る
人

が
多
く
過
労
死
予
備
軍
を
つ
く

っ
て
い
る
。
過
労
死
を
出
さ
な

い
職
場
づ
く
り
、
働
く
ル
ー
ル

の
確
立
が
急
務
だ
。

中
小
企
業
訪
問
を

取
り
組
ん
で

会
社
の
賃
金
・
残
業
代
未
払

い
で
ヒ
ッ
ト
通
商
支
部
を
結
成

し
た
た
か
っ
て
い
る
。
親
会
社

の
光
通
信
は
産
業
再
生
法
の
適

用
で
担
当
者
も
リ
ス
ト
ラ
さ
れ

て
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る
。
こ
の
八

月
に
五
四
五
億
円
の
特
別
損
出

を
計
上
す
る
が
そ
の
一
部
に
労

働
債
権
を
入
れ
さ
せ
て
早
急
に

解
決
さ
せ
た
い
。
全
国
一
般
で

は
、
春
闘
に
中
小
企
業
訪
問
活

動
を
取
り
組
ん
だ
。
東
郷
町
で

は
二
五
軒
が
話
を
聞
い
て
く
れ

た
。
景
気
の
悪
化
や
単
価
の
切

り
下
げ
な
ど
で
苦
し
ん
で
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け

る
が
愛
労
連
と
し
て
も
取
り
組

め
な
い
か
。

要
求
を
堅
持
し
て

た
た
か
お
う

不
安
定
雇
用
労
働
者
は
要
求

を
持
つ
こ
と
が
た
た
か
い
。
学

童
保
育
支
部
で
は
二
万
四
千
円

の
賃
上
げ
要
求
に
つ
い
て
ケ
ン

ケ
ン
ガ
ク
ガ
ク
の
討
議
を
し

た
。
指
導
員
は
大
卒
一
〇
年
で

二
〇
万
円
そ
こ
そ
こ
。
初
任
給

は
一
四
万
円
。
民
立
民
営
の
学

童
保
育
所
は
、
公
費
助
成
が
三

割
し
か
な
く
、
要
求
を
出
す
と

親
か
ら
に
ら
ま
れ
る
。
名
古
屋

市
長
選
挙
で
は
、
市
の
借
金
利

払
い
の
一
部
を
崩
せ
ば
助
成
金

は
増
や
せ
る
と
が
ん
ば
っ
た
。

し
か
し
要
求
を
手
控
え
た
と
こ

ろ
は
市
長
選
も
が
ん
ば
れ
な
か

っ
た
。
要
求
を
持
つ
こ
と
を
励

ま
す
役
員
の
姿
勢
が
大
切
た
。

要
求
を
明
確
に
し

選
挙
戦
を

名
古
屋
市
長
選
挙
の
総
括
を

し
た
。
市
政
に
対
す
る
要
求
の

弱
さ
が
あ
っ
た
。
革
新
市
政
以

降
に
入
っ
た
職
員
が
多
く
な
っ

て
い
る
の
で
市
選
挙
で
は
、
自

ら
の
労
働
条
件
の
改
善
と
市
民

本
位
の
仕
事
が
で
き
て
い
る
か

の
二
点
を
重
視
し
て
た
か
っ
て

き
た
。
市
長
選
挙
前
の
税
金
の

使
い
方
を
問
う
直
接
請
求
署
名

運
動
で
は
、
組
合
員
一
八
〇
〇

名
が
受
認
者
に
な
っ
た
。
市
政

へ
の
要
求
が
ハ
ッ
キ
リ
し
た
保

母
や
看
護
婦
は
よ
く
た
た
か
っ

た
。
愛
労
連
と
し
て
も
要
求
を

ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
た
た
た
か
い
が

重
要
だ
。
県
知
事
選
挙
に
む
け

て
教
訓
を
生
か
し
た
い
。

も
の
言
わ
ぬ
公
務

員
づ
く
り
狙
う

公
務
員
制
度
の
改
悪
が
来
年

の
通
常
国
会
で
審
議
さ
れ
る
。

Ｋ
Ｓ
Ｄ
疑
惑
や
機
密
費
な
ど

高
級
官
僚
へ
の
厳
し
い
国
民
の

批
判
が
あ
る
が
、
制
度
改
悪
の

中
心
は
大
企
業
本
位
の
行
政
を

す
す
め
る
国
家
権
力
に
忠
実
な

公
務
員
づ
く
り
を
す
る
こ
と
。

こ
れ
が
通
れ
ば
、
国
家
公
務
員

か
ら
地
方
公
務
員
へ
、
物
言
わ

ぬ
職
場
づ
く
り
が
広
が
り
、
労

働
組
合
自
身
の
切
り
崩
し
に
も

な
る
。
難
し
い
内
容
だ
が
地
域

で
一
緒
に
学
習
を
進
め
た
い
。

医
療
制
度
の
改
善

で
労
働
条
件
を
守
る

医
療
改
悪
に
よ
り
病
院
経
営

が
悪
化
、
職
員
の
賃
金
・
労
働

条
件
が
悪
化
し
て
い
る
。
名
南

病
院
で
は
投
資
拡
大
で
、
組
合

に
相
談
も
な
く
勝
手
に
人
員
削

減
。
港
医
生
協
も
新
築
移
転
で

検
査
、
保
育
、
給
食
の
外
部
委

託
化
や
退
職
不
補
充
が
進
ん
で

い
る
。
南
医
生
協
で
は
、
退
職

金
の
大
幅
カ
ッ
ト
、
定
昇
五
〇

歳
で
廃
止
。
福
利
厚
生
な
ど
二

〇
項
目
の
見
直
し
を
飲
ま
な
け

れ
ば
定
昇
ス
ト
ッ
プ
、
夏
期
一

時
金
も
出
さ
な
い
。
社
会
保
障

制
度
改
善
の
運
動
と
共
に
安
心

・
安
全
な
医
療
を
守
っ
て
い

く
。地

域
と
の
共
同
で

教
育
の
反
動
化
阻
止

新
し
い
歴
史
教
科
書
を
子
ど

も
た
ち
に
渡
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
修
正
を
の
ん
だ
が
基
本

的
主
張
は
変
化
な
い
。
そ
の
主

張
は
戦
争
へ
の
罪
悪
感
や
反
省

を
ぬ
ぐ
い
去
り
解
放
す
る
思

想
。
戦
後
の
五
〇
年
を
一
気
に

否
定
し
、
神
話
を
復
活
し
、
天

皇
を
中
心
と
す
る
国
家
思
想
を

国
民
に
押
し
つ
け
る
も
の
。

草
の
根
の
保
守
の
動
き
が
活

発
だ
が
、
我
々
の
側
も
「
市
民

の
会
」
を
た
ち
あ
げ
運
動
を
広

げ
て
き
て
い
る
。
教
科
書
が
出

て
き
た
背
景
を
分
析
し
、
草
の

根
保
守
の
動
き
を
み
す
え
た
た

た
か
い
が
必
要
。
教
員
の
み
で

な
く
地
域
と
の
共
同
の
運
動
が

必
要
。

民
営
化
す
す
む

福
祉
の
職
場
実
態

社
会
福
祉
は
二
〇
〇
三
年
か

ら
措
置
制
度
が
撤
廃
さ
れ
る
。

い
ま
保
育
待
機
児
が
三
万
三
千

人
と
い
わ
れ
る
が
、
待
機
児
童

解
消
と
い
う
名
目
で
民
間
委
託

化
が
す
す
ん
で
い
る
。
三
鷹
で

は
公
立
保
育
所
が
民
間
企
業
に

丸
ご
と
委
託
さ
れ
、
コ
ス
ト
は

三
分
の
一
に
。
職
員
は
一
年
契

約
の
不
安
定
雇
用
だ
。
名
古
屋

市
も
定
員
の
規
制
緩
和
が
さ

れ
、
昼
寝
の
場
所
が
足
ら
な
く

て
、
廊
下
に
ま
で
寝
か
せ
て
い

る
実
態
が
あ
る
。
仕
事
・
職
場

実
態
を
届
け
る
一
万
人
レ
ポ
ー

ト
、
福
祉
ウ
エ
ー
ブ
の
運
動
も

と
り
く
み
た
い
。

東
海
銀
行
の
リ
ス
ト
ラ

計
画
と
職
場
の
実
態

東
海
銀
行
で
は
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

へ
の
移
行
に
よ
り
、
あ
ら
た
に

一
〇
八
店
舗
の
閉
鎖
、
八
五
〇

〇
人
の
リ
ス
ト
ラ
計
画
が
だ
さ

れ
、
八
一
五
億
円
の
経
費
削
減

を
す
す
め
る
。
ま
た
三
和
銀
行

の
シ
ス
テ
ム
に
統
一
さ
れ
る
の

で
三
和
の
支
店
で
研
修
を
受
け

て
お
り
、
遠
い
人
は
千
葉
県
ま

で
行
っ
て
い
る
。
退
職
者
が
急

増
す
る
中
で
の
研
修
な
の
で
、

Ｃ
Ｄ
を
持
ち
帰
り
勉
強
し
て
い

る
。
大
変
な
労
働
強
化
だ
。

最
低
保
障
年
金

制
度
の
創
設
を

医
療
・
介
護
な
ど
の
社
会
保

障
改
善
の
た
た
か
い
は
、
地
域

運
動
の
重
要
な
課
題
。
リ
ス
ト

ラ
と
倒
産
で
厚
生
年
金
の
保
険

料
が
減
り
、
危
機
的
状
況
に
な

っ
て
い
る
。
国
庫
負
担
を
三
分

の
一
か
ら
二
分
の
一
に
戻
す
こ

す
こ
と
は
緊
急
課
題
だ
が
、
最

低
保
障
年
金
の
創
設
こ
そ
、
国

民
年
金
や
厚
生
年
金
の
破
綻
を

救
う
も
の
。
深
刻
な
女
性
年
金

問
題
も
含
め
て
学
習
し
、
運
動

を
す
す
め
よ
う
。

青
年
協
の
育
成
・

強
化
に
つ
い
て

青
年
部
活
動
の
す
す
め
方
や

親
組
合
に
対
す
る
思
い
を
サ
マ

ー
セ
ミ
ナ
ー
で
話
し
あ
う
。
今

回
は
プ
レ
企
画
も
持
つ
。
青
年

だ
け
で
な
く
親
組
合
の
役
員
も

参
加
し
、
青
年
に
語
り
か
け
、

共
に
歩
ん
で
欲
し
い
。
青
年
組

織
の
前
進
に
向
け
て
、
親
組
合

も
育
成
に
向
け
て
努
力
し
て
欲

し
い
。

み
ん
な
が
参
加
で

き
る
活
動
の
工
夫
を

は
た
ら
く
女
性
の
県
集
会
実

行
委
員
会
と
合
同
で
県
、
国
へ

の
要
請
行
動
を
取
り
組
ん
だ
。

愛
商
連
女
性
部
か
ら
は
、「
視

点
が
広
が
り
一
緒
に
や
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。
セ
ク

ク
ハ
ラ
一
一
〇
番
も
婦
人
協
で

取
り
組
ん
だ
意
義
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
市
長
選
挙
で
は
名
古
屋

市
職
労
女
性
部
が
、
組
合
員
み

ん
な
が
参
加
で
き
る
工
夫
を
し

た
。
幹
部
は
み
ん
な
が
参
加
で

き
る
活
動
の
提
起
を
。

共同総対話
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夏の燕岳から燕山荘を見る

夏山で多いかれんな「チングルマ」

支援ありがとう

２００１年７月２０日

総
合
商
社
ニ
チ
メ
ン
は
名
古

屋
支
社
廃
止
に
と
も
な
い
女
性

職
員
を
ね
ら
い
う
ち
に
し
た
退

職
・
転
勤
強
要
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
石
原
愛
子
さ
ん
と

伊
藤
た
え
子
さ
ん
が
拒
否
し
た

こ
と
で
、
会
社
は
二
人
に
自
宅

研
修
を
命
じ
て
い
ま
し
た
。

二
人
は
会
社
の
攻
撃
に
、
泣

き
寝
入
り
せ
ず
、
名
中
セ
ン
タ

ー
に
相
談
。
た
た
か
う
決
意
を

し
た
二
人
の
思
い
を
受
け
て

「
守
る
会
」
が
発
足
、
裁
判
を

た
た
か
い
な
が
ら
、
栄
総
行
動

や
本
社
要
請
な
ど
取
り
組
ん
で

来
ま
し
た
。

そ
の
た
た
か
い
が
実
を
結

び
、
裁
判
所
の
和
解
勧
告
に
よ

り
和
解
が
成
立
し
、
四
月
か
ら

石
原
さ
ん
が
、
七
月
に
は
伊
藤

さ
ん
が
職
場
復
帰
し
全
面
解
決

を
し
ま
し
た
。

職
場
に
も
ど
っ
た
二
人
は
、

喜
び
の
中
に
も
、
こ
れ
か
ら
も

職
場
と
「
守
る
会
」
の
仲
間
た

ち
と
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
る

決
意
を
し
て
い
ま
す
。

石
原
愛
子
さ
ん

「
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
職
場
で
必
要
と
さ
れ
る

存
在
に
な
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。
働
き
や
す
い
職
場

め
ざ
し
て
、
こ
れ
か
ら
仲
間

と
と
も
に
が
ん
ば
り
ま
す
」。

伊
藤
た
え
子
さ
ん

「
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
も
ど
っ
て
一

週
間
、
す
べ
て
が
解
決
し
た

わ
け
で
は
な
く
、
た
た
か
い

は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い

し
ま
す
」
。

燕岳（▲２７６３Ｍ）燕山荘で飲むビール最高�

ニ
チ
メ
ン
・
石
原
さ
ん
・
伊
藤
さ
ん

職
場
復
帰

愛 労 連

裁
判
所
前
に
て

署
名
提
出
を
す
る
支
援
す
る

会
の
仲
間

生徒に歴史の真実を教えていきたい
名古屋三菱・朝鮮女子勤労挺身隊訴訟にかかわって

再
び
あ
の
時
代
に
も
ど
さ
せ
な
い

登
山
の
楽
し
さ
は
美
し

い
景
色
に
ど
ん
ど
ん
出
会

え
、
心
の
中
を
清
水
が
流

れ
る
思
い
が
得
ら
れ
る
こ

と
で
す
。

し
か
も
、
そ
の
景
色
は

毎
回
変
わ
る
。
朝
と
夕
方

と
違
う
。
春
と
夏
と
秋
、

さ
ら
に
冬
で
は
全
然
違
い

ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、

自
分
し
か
見
た
こ
と
が
な

い
未
知
と
の
出
会
い
が
あ

り
ま
す
。
逆
に
毎
回
違
う

危
険
も
待
ち
受
け
て
い
ま

す
。も

う
一
つ
、
私
が
好
き

な
の
は
登
山
は
平
等
で
金

持
ち
も
貧
乏
人
も
同
じ
努

力
が
必
要
で
、
一
歩
一
歩

の
積
み
重
ね
で
、
男
も
女

も
同
じ
努
力
を
す
れ
ば
素

晴
ら
し
い
景
色
を
自
分
の

も
の
に
す
る
こ
と
で
き
ま

す
。山

は
天
気
が
第
一
、
夏

山
は
七
月
下
旬
か
ら
盆
前

に
し
て
く
だ
さ
い
。

私
が
す
す
め
る
夏
山

は
、
燕
岳
２
７
６
３
Ｍ
で

す
。
急
な
登
り
が
続
き
ま

す
が
、
登
山
道
は
ビ
ッ
ク

リ
す
る
ほ
ど
整
備
さ
れ
、

危
険
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

せ
ん
。
登
山
入
り
口
に
は

中
房
温
泉
郷
が
あ
り
、
合

戦
小
屋
に
は
一
度
食
べ
た

ら
忘
れ
ら
れ
な
い
西
瓜
が

あ
り
、
燕
山
荘
は
き
れ
い

な
山
荘
で
生
ビ
ー
ル
が
最

高
で
す
。

花
も
山
荘
近
く
に
、
紫

色
の
ト
リ
カ
ブ
ト
、
黄
色

の
ウ
サ
ギ
ギ
ク
、
ピ
ン
ク

の
フ
ウ
ロ
、
白
い
チ
ン
グ

ル
マ
が
咲
い
て
い
ま

す
。
こ
こ
か
ら
表
銀

座
縦
走
路
が
続
き
、

左
の
屋
根
を
行
け
ば

常
念
へ
、
槍
・
穂
高

の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
満

喫
で
き
ま
す
。
い
ず

れ
か
は
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
。
岐
路
に
は
安
曇

野
の
美
術
館
と
町
営
温
泉

に
浸
か
り
心
と
体
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

�

い
き
な
り
ア
ル
プ
ス
で

な
く
、
家
族
そ
ろ
っ
て
春

や
秋
の
地
元
の
山
、
里
山

に
も
挑
戦
し
て
下
さ
い
。

す
ば
ら
し
い
発
見
が
あ
り

ま
す
。

愛
知
に
は
東
海
自
然
歩

道
が
あ
り
、
特
に
奥
三
河

の
鳳
来
寺
山
〜
裏
谷
原
生

林
〜
足
助
ま
で
は
最
高
で

す
。
コ
ー
ス
周
辺
の
民
宿

温
泉
に
泊
ま
り
、
山
間
の

く
ら
し
、
そ
の
地
域
の
お

ば
さ
ん
と
対
話
し
て
下
さ

い
。
必
ず
新
し
い
発
想
、

発
見
が
あ
り
ま
す
。

【
コ
ー
ス
】

松
本
か
ら
大
糸
線
三
〇

分
穂
高
駅
へ
タ
ク
シ
ー
で

四
〇
分
。
中
房
温
泉
登
山

口
へ
。
三
時
間
合
戦
小
屋

↓
燕
山
荘
↓
燕
岳
。

帰
り
は
約
三
時
間
で
中

房
温
泉
へ

第９８号

土井照雄 港地区労

心
は
ず
む

未
知
と
の
出
会
い

（４）

朝
鮮
人
強
制
連
行
の
問
題
に

関
わ
っ
て
い
る
の
は
、
「
教
え

子
を
再
び
戦
場
に
送
ら
な
い
」

と
い
う
教
師
と
し
て
の
わ
た
し

の
出
発
点
で
す
。

赴
任
先
の
高
校
が
春
日
井

（
王
子
製
紙
の
敷
地
は
元
陸
軍

工
匠
）
や
愛
知
機
械
、
愛
知
時

計
な
ど
軍
需
工
場
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
熱
田
区
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
戦
争
体
験
を
掘
り
起
こ

し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
も
あ

り
ま
し
た
。
一
九
八
七
年
に
仲

間
と
愛
知
県
朝
鮮
人
強
制
連
行

歴
史
調
査
班
を
作
り
調
査
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
活
動
の
中
で
三
菱
重
工

の
殉
職
者
名
簿
を
手
に
入
れ
、

そ
の
中
に
強
制
連
行
で
亡
く
な

っ
た
人
や
女
子
挺
身
隊
の
名
前

を
見
つ
け
た
の
で
す
。
そ
れ
を

も
と
に
、
様
々
な
調
査
を
重

ね
、
戦
後
朝
鮮
半
島
に
帰
っ
た

彼
女
た
ち
と
交
流
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
九

〇
年
代
の
は
じ
め
、
戦
後
補
償

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
頃

で
す
。

戦
後
五
〇
年

苦
し
み
の
末
提
訴

彼
女
達
の
話
に
は
、
胸
が
締

め
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
小
学
校
の
先
生
に
、
名
古

屋
に
行
け
ば
女
学
校
に
も
行
け

る
し
、
お
金
も
稼
げ
る
よ
と
言

わ
れ
、
親
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
日
本
に
き
ま
し
た
…
…
」

少
女
た
ち
約
三
〇
〇
人
は
、

「
女
子
勤
労
挺
身
隊
」
の
名

で
、
朝
鮮
半
島
か
ら
名
古
屋
の

三
菱
重
工
に
、
人
手
不
足
を
補

う
手
段
と
し
て
連
れ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
現
実
は
、
思
い
描
い

た
女
学
校
ど
こ
ろ
か
、
給
料
も

支
払
わ
れ
ず
、
ま
と
も
な
ご
飯

も
与
え
ら
れ
な
い
ま
ま
過
酷
な

強
制
労
働
で
し
た
。

●

戦
後
朝
鮮
半
島
に
帰
っ
て
か

ら
も
悲
惨
で
し
た
。
彼
女
た
ち

勤
労
挺
身
隊
は
従
軍
慰
安
婦
と

同
様
に
見
ら
れ
、
身
内
や
友
人

に
も
事
実
を
語
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
話
せ
ば
た
ち

ま
ち
、
破
談
・
離
婚
で
し
た
。

戦
後
五
〇
年
長
い
苦
し
み
の

末
、
心
の
底
に
封
じ
込
め
て
い

た
悔
し
さ
を
今
、
「
も
う
失
う

も
の
は
な
に
も
な
い
」
と
裁
判

を
決
意
し
た
の
で
す
。

彼
女
た
ち
の
意
を
受
け
て
私

た
ち
も
準
備
を
し
、
三
月
一

日
、
朝
鮮
半
島
の
独
立
記
念
日

に
日
本
政
府
と
三
菱
に
対
し

て
、
「
事
実
を
認
め
、
謝
罪
と

保
障
」
を
求
め
た
裁
判
を
名
古

屋
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
ま
し

た
。裁

判
は
二
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
国
は
戦
前
の
問
題
は
新
憲

法
で
は
責
任
を
と
ら
な
い
と
言

い
、
三
菱
は
戦
前
と
は
別
会
社

だ
と
逃
げ
て
い
ま
す
。

歴
史
の
真
実
を
伝
え
る

こ
と
が
平
和
を
守
る
こ
と

小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
公
式

参
拝
や
新
し
い
歴
史
教
科
書
の

問
題
な
ど
、
い
ま
日
本
は
再
び

少
女
達
が
連
れ
て
こ
ら
れ
た
軍

国
主
義
へ
の
道
に
突
き
進
も
う

と
し
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
三
菱
の
戦
後
補
償

裁
判
で
、
日
本
政
府
と
大
企
業

が
犯
し
た
過
ち
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
、
日
本
を
再
び
戦
争

の
道
に
歩
ま
せ
な
い
こ
と
で
あ

り
、
不
戦
を
誓
っ
た
憲
法
第
九

条
を
守
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
に
歴
史
の
真
実
を
伝

え
て
い
き
た
い
。

（
お
話
を
聞
い
て
、
編
集
部
が

ま
と
め
ま
し
た
。）

名古屋三菱・朝鮮女子勤労挺身隊訴訟を支援する会代表世話人
高橋 信さん（愛高教）
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